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ラマンイメージングはスペクトルの多重測定により高速化され、生きた細胞の無標識分子分析を

可能にしてきた(1,2)。しかしその計測スピードは今尚、既存の染色ベースの技術に比べ 4桁以上

遅い。ラマンイメージングのさらなる高効率化には、一度に多重測定できるスペクトル数を増や

すか、一度の測定にかかる時間を短縮する必要がある。前者はマルチラインラマン顕微鏡により

最近実現された(3)。本講演では、後者を実現する狭帯域ラマン分光イメージング法を紹介する(4)。

ラマン測定では 1000cm-1以上の広帯域を二次元検出器により同時測定するため、読み出す素子数

が多く読み出しに時間を要する。スペクトル測定範囲を 100cm-1程度にまで絞る狭帯域測定を行え

ば、読み出す素子数を減らせ、読み出し時間を短縮できる。	
 

狭帯域測定による細胞分析ではどの波数域を選択するかが重要である。今回、測定波数域を

1397-1501cm-1とし 2種類の乳腺由来細胞株の判別を行った。この波数域の利用は、細胞成分であ

る脂質、タンパク質、核酸の寄与に比べて緩衝液と培養基板の寄与は無視できるほど小さい、試

料の自家蛍光によるベースラインが直線的であり補正しやすい、という点で有利である。ベース

ライン補正したスペクトルを主成分回帰判別分析した結果、2種類の細胞株を 90%以上の正確度で

判別できた。読み出し時間は 1/24 に短縮され、測定時間は 1/5 に短縮された。	
 

ラマンイメージングをさらに高効率化するため、検出器をビニングし低波数分解能測定を行っ

た。これにより読み出し時間を 1/4 に短縮できただけでなく、信号積算時間を 1/4 に短縮しても

信号対雑音比を維持できた。その結果、広帯域・

高波数分解能測定に比べ 21 倍の速さのラマンイ

メージングを実現できた（Figure）。この条件で

取得したスペクトルでも2種類の細胞株を90%以

上の正確度で識別できた。さらに、この方法をマ

ルチラインラマン顕微鏡法と融合した結果、ラマ

ンイメージングをさらに 5倍高速化できた。	
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